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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第17期

第３四半期累計期間
第18期

第３四半期累計期間
第17期

会計期間
自平成30年10月１日
至令和元年６月30日

自令和元年10月１日
至令和２年６月30日

自平成30年10月１日
至令和元年９月30日

売上高 （千円） 22,517,337 23,105,985 32,393,959

経常利益又は経常損失（△） （千円） 193,698 △373,273 318,082

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）
（千円） 125,431 △251,093 193,349

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） - - -

資本金 （千円） 437,330 437,330 437,330

発行済株式総数 （株） 1,532,500 3,065,000 1,532,500

純資産額 （千円） 1,328,495 1,063,675 1,396,413

総資産額 （千円） 12,433,947 16,836,921 12,672,905

１株当たり四半期（当期）純利益

又は１株当たり四半期純損失

（△）

（円） 59.87 △82.19 82.64

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 57.49 - 79.67

１株当たり配当額 （円） - - 10

自己資本比率 （％） 10.7 6.3 11.0

 

回次
第17期

第３四半期会計期間
第18期

第３四半期会計期間

会計期間
自平成31年４月１日
至令和元年６月30日

自令和２年４月１日
至令和２年６月30日

１株当たり四半期純利益又は１株

当たり四半期純損失（△）
（円） 8.59 △93.75

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第18期第３四半期累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在す

るものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

４．当社株式は平成31年４月25日に東京証券取引所マザーズ市場に上場したため、前第３四半期累計期間の潜在

株式調整後１株当たり四半期純利益については、新規上場日から前第３四半期会計期間末日までの平均株価

を期中平均株価とみなして算定しております。

５．当社株式は平成31年４月25日に東京証券取引所マザーズ市場に上場したため、第17期の潜在株式調整後１株

当たり当期純利益については、新規上場日から第17期の末日までの平均株価を期中平均株価とみなして算定

しております。

６．当社は、平成30年12月11日開催の取締役会決議により、平成30年12月28日付で普通株式１株につき150株の

割合で株式分割を行っております。また令和元年11月13日開催の取締役会決議により、令和２年１月１日付

で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われ

たと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益又は１株当たり四半期純損失（△）及び潜在株式調整後１株

当たり四半期（当期）純利益を算定しております。
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２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更が

あった事項は、次のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（追加事項）

　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、店舗の営業時間の短縮、新店舗オープンイベントの自粛等により来客数が

減少し、業績に大きな影響を受けております。

　今後、新型コロナウイルスが長期化した場合、来客数が著しく減少し、当社の業績に大きな影響を及ぼす可能性が

あります。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態の状況

（流動資産）

　当第３四半期会計期間末における流動資産の残高は11,433百万円で、前事業年度末に比べ3,056百万円増加し

ております。主な要因は、商品が2,019百万円、売掛金が1,166百万円増加したことなどによるものであります。

（固定資産）

　当第３四半期会計期間末における固定資産の残高は5,403百万円で、前事業年度末に比べ1,107百万円増加して

おります。主な要因は、新規出店・改装に伴い建物が694百万円、構築物が167百万円増加したことなどによるも

のであります。

（流動負債）

　当第３四半期会計期間末における流動負債の残高は12,683百万円で、前事業年度末に比べ3,825百万円増加し

ております。主な要因は、短期借入金が2,618百万円、買掛金が732百万円、前受金が404百万円増加したことな

どによるものであります。

（固定負債）

　当第３四半期会計期間末における固定負債の残高は3,089百万円で、前事業年度末に比べ671百万円増加してお

ります。主な要因は、長期借入金が668百万円増加したことなどによるものであります。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産の残高は1,063百万円で、前事業年度末に比べ332百万円減少しており

ます。主な要因は、利益剰余金が266百万円減少したことなどによるものであります。
 

(2）経営成績の状況

当第３四半期累計期間における我が国経済は、消費税増税と新型コロナウイルス感染症の影響により、極めて

厳しい状況にあります。各種政策の効果もあり、国内経済は下げ止まりつつあるものの、今後の感染症の拡大に

よっては国内外経済をさらに下振れさせるリスクや金融資本市場の変動等の影響により、景気の先行きも不透明

な状態が続くと見込まれております。

このような環境のなか、中古車業界におきましては、消費税増税と新型コロナウイルス感染症の影響を受け、

令和元年10月から令和２年６月までの国内中古車登録台数は2,781,758台（前年同期比5.1％減）と前年を下回る

結果となりました。（出典：一般社団法人日本自動車販売協会連合会統計データ）

このような厳しい状況の下、当社におきましては、東海地方のドミナント方式による専門店の出店を積極的に
進め、令和元年10月に愛知県名古屋市に「グッドスピード緑ＢＰセンター」の出店や、令和元年12月に愛知県尾
張旭市にコーティング専用ブースを移転しました。また令和２年１月に愛知県名古屋市に「グッドスピード車
検　名古屋天白店」、愛知県東海市に「グッドスピード東海名和買取専門店」、令和２年４月に愛知県東海市に
「グッドスピードＭＥＧＡ　ＳＵＶ東海名和店」、令和２年５月に愛知県東海市に「グッドスピードモーターサ
イクル東海名和店」、愛知県豊田市に「グッドスピード豊田元町買取専門店」の出店をしました。また店舗改装
を行い、令和２年１月に「グッドスピードＭＥＧＡ浜松店」、令和２年２月に「ＳＰＯＲＴ緑輸入車専門店」、
「グッドスピード津ミニバン専門店」、令和２年６月に「グッドスピード安城ミニバン専門店」、「グッドス
ピード四日市ＳＵＶ専門店」、「グッドスピードレンタカー那覇空港前店」をリニューアルオープンしました。
このような取り組みにより中古車販売における小売販売の拡大及び自動車買取や整備・鈑金、レンタカーサービ
ス、保険代理店サービスを強化し、顧客の車に関する需要に対し、ワンストップでサービスを提供できる体制作
りを積極的に進めてまいりました。

その結果、当第３四半期累計期間における売上高は前第３四半期以降に新規出店したＭＥＧＡ専門店２店舗の

小売販売が寄与し、23,105百万円（前年同期比2.6％増）となりました。なお、売上高と売上総利益は増加しま

したが、販売費及び一般管理費の増加分を吸収しきれず、営業損失は286百万円（前年同期は262百万円の営業利

益）、経常損失は373百万円（前年同期は193百万円の経常利益）、四半期純損失は251百万円（前年同期は125百

万円の四半期純利益）となりました。

なお、当社は、自動車販売及びその附帯事業の単一セグメントのため、サービスごとの経営成績の内容を記載

しており、セグメントごとの記載はしておりません。

EDINET提出書類

株式会社グッドスピード(E34819)

四半期報告書

 4/21



（自動車販売関連）

　当第３四半期累計期間は、消費税増税と新型コロナウイルス感染症の影響により、中古車市場全体の販売環境

が冷え込みオートオークションへの出品を控えたものの、四輪小売販売台数が、7,633台（前年同期比10.3％

増）となったことから当第３四半期累計期間における売上高は21,790百万円（前年同期比1.1％増）となりまし

た。

 

（附帯サービス関連）

　自動車販売台数の増加および愛知県名古屋市に「グッドスピード緑ＢＰセンター」、「グッドスピード車検　

名古屋天白店」を出店したことにより、当第３四半期累計期間における売上高は1,315百万円（前年同期比

36.8％増）と堅調に推移いたしました。

 

(3）経営方針・経営戦略等

当第３四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,200,000

計 7,200,000

（注）　令和元年11月13日開催の取締役会決議により、令和２年１月１日付で株式分割に伴う定款の変更が行われ、発行

可能株式総数は3,600,000株増加し、7,200,000株となっております。

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
(令和２年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(令和２年８月13 日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,065,000 3,065,000
東京証券取引所

（マザーズ）

完全議決権株式であり、権

利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

であります。なお、単元株

式数は100株であります。

計 3,065,000 3,065,000 － －

（注）　令和元年11月13日開催の取締役会決議により、令和２年１月１日付で普通株式１株を２株に株式分割し、発行済

株式総数が1,532,500株増加し、3,065,000株となっております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

令和２年４月１日～

令和２年６月30日
- 3,065,000 - 437,330 - 407,330
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（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    令和２年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 69,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,994,700 29,947

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。なお、

単元株式数は100株

であります。

単元未満株式 普通株式 1,100 － －

発行済株式総数  3,065,000 － －

総株主の議決権  - 29,947 －

 

②【自己株式等】

    令和２年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社グッドスピード
名古屋市東区泉二丁

目28番23号
69,200 - 69,200 2.25

計 － 69,200 - 69,200 2.25

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第63号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（令和２年４月１日から令和

２年６月30日まで）及び第３四半期累計期間（令和元年10月１日から令和２年６月30日まで）に係る四半期財務

諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(令和元年９月30日)
当第３四半期会計期間
(令和２年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,654,689 1,513,188

売掛金 649,837 1,815,896

商品 5,190,883 7,210,688

貯蔵品 1,683 2,133

前払金 610,949 381,681

前払費用 111,974 153,655

未収還付法人税等 - 55,500

短期貸付金 644 -

その他 156,436 301,016

流動資産合計 8,377,099 11,433,759

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） ※１ 1,786,249 ※１ 2,480,612

構築物（純額） 384,624 551,899

機械及び装置（純額） 47,888 110,956

車両運搬具（純額） 292,634 150,414

工具、器具及び備品（純額） 127,873 189,807

土地 ※１ 590,294 ※１ 597,721

リース資産（純額） 200,391 180,066

建設仮勘定 203,990 247,135

有形固定資産合計 3,633,948 4,508,614

無形固定資産   

のれん - 42,960

ソフトウエア 7,935 12,835

リース資産 69,741 79,637

その他 28 103

無形固定資産合計 77,706 135,537

投資その他の資産   

出資金 190 798

保証金 436,643 484,621

長期前払金 31,926 46,583

長期前払費用 2,221 3,656

繰延税金資産 56,663 163,481

その他 56,507 59,869

投資その他の資産合計 584,152 759,011

固定資産合計 4,295,806 5,403,162

資産合計 12,672,905 16,836,921
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(令和元年９月30日)
当第３四半期会計期間
(令和２年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 492,327 1,224,398

短期借入金 ※１,※２ 5,669,020 ※１,※２ 8,287,200

1年内償還予定の社債 131,000 60,000

1年内返済予定の長期借入金 ※１ 840,248 ※１,※２ 1,086,132

リース債務 60,907 62,564

未払金 101,505 107,509

未払費用 142,916 163,604

未払法人税等 167,576 -

前受金 1,090,211 1,494,571

預り金 41,656 69,109

賞与引当金 73,700 42,974

役員賞与引当金 7,300 -

その他 39,409 85,319

流動負債合計 8,857,780 12,683,382

固定負債   

社債 150,000 120,000

長期借入金 ※１ 1,822,194 ※１,※２ 2,490,462

リース債務 242,071 224,744

資産除去債務 15,170 16,475

長期前受金 189,275 238,181

固定負債合計 2,418,711 3,089,863

負債合計 11,276,492 15,773,246

純資産の部   

株主資本   

資本金 437,330 437,330

資本剰余金 407,330 407,330

利益剰余金 551,753 285,335

自己株式 - △69,365

株主資本合計 1,396,413 1,060,629

新株予約権 - 3,045

純資産合計 1,396,413 1,063,675

負債純資産合計 12,672,905 16,836,921
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期累計期間
(自　平成30年10月１日
　至　令和元年６月30日)

 当第３四半期累計期間
(自　令和元年10月１日
　至　令和２年６月30日)

売上高 22,517,337 23,105,985

売上原価 19,545,802 19,829,921

売上総利益 2,971,535 3,276,063

販売費及び一般管理費 2,708,917 3,562,499

営業利益又は営業損失（△） 262,617 △286,435

営業外収益   

受取利息 550 1,141

受取配当金 1 1

受取手数料 8,077 13,536

保険金収入 8,236 6,292

助成金収入 1,123 -

協賛金収入 30 -

その他 7,253 6,463

営業外収益合計 25,274 27,435

営業外費用   

支払利息 69,482 78,479

支払手数料 20,152 35,747

その他 4,558 45

営業外費用合計 94,193 114,272

経常利益又は経常損失（△） 193,698 △373,273

特別利益   

固定資産売却益 691 981

償却債権取立益 - 16,000

特別利益合計 691 16,981

特別損失   

固定資産除却損 2,593 1,695

特別損失合計 2,593 1,695

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 191,795 △357,987

法人税、住民税及び事業税 51,697 3,399

法人税等還付税額 - △3,474

法人税等調整額 14,666 △106,818

法人税等合計 66,364 △106,893

四半期純利益又は四半期純損失（△） 125,431 △251,093
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【注記事項】

（追加情報）

（会計上の見積りにおける一定の仮定）

　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、店舗の営業時間の短縮等により来客数が減少し、業績に大きな影響を受け

ております。

　新型コロナウイルス感染症の収束時期等を正確に予測することは困難な状況でありますが、本感染症の影響につき

ましては、現時点で入手可能な情報や予測等に基づき、令和２年７月以降徐々に回復に向かうと想定し、固定資産の

減損等の会計上の見積りを行っております。

 

（四半期貸借対照表関係）

※１　担保資産及び担保付債務

　担保に供している資産は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（令和元年９月30日）
当第３四半期会計期間
（令和２年６月30日）

建物 203,987千円 197,314千円

土地 425,931千円 425,931千円

計 629,918千円 623,245千円

 

　担保付債務は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（令和元年９月30日）
当第３四半期会計期間
（令和２年６月30日）

短期借入金 62,500千円 75,000千円

１年内返済予定の長期借入金 115,432千円 115,432千円

長期借入金 461,224千円 374,650千円

計 639,156千円 565,082千円
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※２　財務制限条項

前事業年度（令和元年９月30日）

株式会社みずほ銀行とのコミットメントライン契約に付された財務制限条項

　借入人は、本契約締結日以降、コミットメント期間が終了し、かつ借入人が貸付金およびエージェントに

対する本契約上の全ての債務の履行を完了するまで、次の各号を遵守することを確約する。

・令和元年９月期決算の末日における貸借対照表上の純資産の部の金額を平成30年９月期決算末日における

貸借対照表上の純資産の部の金額の80％以上に維持すること。

・令和元年９月期決算における損益計算書に示される経常損益が損失とならないようにすること。

・本契約締結日以降、以下の(a)および(b)の各時点における在庫回転月数が２ヶ月連続して3.5月を超過し

ないこと

(a)　各基準日月の末日における在庫回転月数

(b)　上記(a)が3.5月を超過した場合、当該基準月の翌月末日における在庫回転月数

　上記のいずれかの条項に抵触した場合、直ちに貸付の元本並びに利息及び清算金その他本契約に基づき、

借入人が支払義務を負担する全ての金員を支払う可能性があります。なお、令和元年９月30日におけるコ

ミットメントライン契約による借入金残高は、短期借入金1,700,000千円であります。

 

株式会社北陸銀行とのコミットメントライン契約に付された財務制限条項

　借入人は、本契約締結日以降、本契約が終了し、かつ借入人が貸出人に対する本契約上の全ての債務の履

行を完了するまで、次の各号を遵守することを確約する。

・各年度の本決算の末日における単体の貸借対照表の純資産の部の金額を、その直前期の末日の単体の貸借

対照表の純資産の部の金額の80％相当額以上に維持すること。

・各年度の本決算期における単体の損益計算書における経常損益が損失とならないこと。

・以下の(a)及び(b)の各時点における在庫回転月数が3.5月を超過しないこと

(a)　各四半期末（３月、６月、９月、12月）における在庫回転月数

(b)　上記(a)が3.5月を超過した場合、当該基準月の翌月末日における在庫回転月数

　上記のいずれかの条項に抵触した場合、直ちに貸付の元本並びに利息及び清算金その他本契約に基づき、

借入人が支払義務を負担する全ての金員を支払う可能性があります。なお、令和元年９月30日におけるコ

ミットメントライン契約による借入金残高は、短期借入金300,000千円であります。

 

株式会社りそな銀行とのコミットメントライン契約に付された財務制限条項

　借入人は、本契約締結日以降、本契約が終了し、かつ借入人が貸出人に対する本契約上の全ての債務の履

行を完了するまで、以下を遵守することを確約する。

・本契約締結日以降の決算期（第２四半期を含まない。）の末日における単体の貸借対照表における純資産

の部（資本の部）の金額を、前年同期比80％以上に維持すること。

・本契約締結日以降の決算期（第２四半期を含まない。）における単体の損益計算書における経常損益を損

失とならないようにすること。

・各事業年度の決算期の末日における単体の貸借対照表における棚卸資産回転期間を3.5月以下に維持する

こと。

　上記のいずれかの条項に抵触した場合、直ちに貸付の元本並びに利息及び清算金その他本契約に基づき、

借入人が支払義務を負担する全ての金員を支払う可能性があります。なお、令和元年９月30日におけるコ

ミットメントライン契約による借入金残高は、短期借入金500,000千円であります。

 

株式会社三菱ＵＦＪ銀行とのリボルビング・クレジット・ファシリティ契約に付された財務制限条項

　借入人は、本契約締結日以降、本契約が終了し、かつ借入人が貸出人に対する本契約上の全ての債務の履

行を完了するまで、以下を遵守することを確約する。

・令和元年９月決算期を初回とする各年度決算期の末日における借入人の単体の貸借対照表において、純資

産の部の合計額を、平成30年９月決算期の末日における純資産の部の合計額または前年度決算期の末日に

おける純資産の部の合計額のいずれか大きい方の80％以上に維持すること。

・令和元年９月決算期を初回とする各年度決算期の末日における借入人の単体の損益計算書において、経常

損益の金額を０円以上に維持すること。

　上記のいずれかの条項に抵触した場合、直ちに貸付の元本並びに利息及び清算金その他本契約に基づき、

借入人が支払義務を負担する全ての金員を支払う可能性があります。なお、令和元年９月30日におけるコ

ミットメントライン契約による借入金残高は、短期借入金500,000千円であります。
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当第３四半期会計期間（令和２年６月30日）

株式会社みずほ銀行とのコミットメントライン契約に付された財務制限条項

　借入人は、本契約締結日以降、コミットメント期間が終了し、かつ借入人が貸付人およびエージェントに

対する本契約上の全ての債務の履行を完了するまで、次の各号を遵守することを確約する。

・令和２年９月決算期の末日における単体の貸借対照表上の純資産の部の金額を令和元年９月決算期末日に

おける単体の貸借対照表上の純資産の部の金額の80％以上に維持すること。

・令和２年９月決算期における単体の損益計算書に示される経常損益が損失とならないようにすること。

・本契約締結日以降、以下の(a)および(b)の両時点における在庫回転月数が２ヶ月連続して3.5ヶ月を超過

しないこと。

(a)　各基準月の末日における在庫回転月数

(b)　上記(a)が3.5ヶ月を超過した場合、当該基準月の翌月末日における在庫回転月数

　上記のいずれかの条項に抵触した場合、直ちに貸付の元本並びに利息及び清算金その他本契約に基づき、

借入人が支払義務を負担する全ての金員を支払う可能性があります。なお、令和２年６月30日におけるコ

ミットメントライン契約による借入金残高は、短期借入金3,240,000千円であります。

 

株式会社北陸銀行とのコミットメントライン契約に付された財務制限条項

　借入人は、本契約締結日以降、本契約が終了し、かつ借入人が貸出人に対する本契約上の全ての債務の履

行を完了するまでの間、次の各号を遵守することを確約する。

・各年度の本決算期の末日における単体の貸借対照表の純資産の部の金額を、その直前期の末日の単体の貸

借対照表の純資産の部の金額の80％相当額以上に維持すること。

・各年度の本決算期における単体の損益計算書における経常損益が損失とならないこと。

・各四半期末（３月、６月、９月、12月）における単体の損益計算書の経常損益を２四半期連続で損失とし

ないこと。

・以下の(a)・(b)の両方について在庫回転月数（＝基準月末時点での在庫金額÷基準月末時点での平均月商

金額）が3.5ヶ月を超過しないこと。

(a)　各四半期末（３月、６月、９月、12月）における在庫回転月数

(b)　上記(a)が3.5ヶ月を超過した場合、当該基準月の翌月末日における在庫回転月数

　上記のいずれかの条項に抵触した場合、直ちに貸付の元本並びに利息及び清算金その他本契約に基づき、

借入人が支払義務を負担する全ての金員を支払う可能性があります。なお、令和２年６月30日におけるコ

ミットメントライン契約による借入金残高は、短期借入金300,000千円であります。

 

株式会社りそな銀行とのコミットメントライン契約に付された財務制限条項

　借入人は、本契約締結日以降、本契約が終了し、かつ借入人が貸付人に対する本契約上の全ての債務の履

行を完了するまで、以下を遵守し、費用が発生する場合は自ら負担することを確約する。

・本契約締結日以降の決算期（第２四半期を含まない。）の末日における単体の貸借対照表における純資産

の部（資本の部）の金額を、前年同期比80％以上に維持すること。

・本契約締結日以降の決算期（第２四半期を含まない。）における単体の損益計算書に示される経常損益を

損失とならないようにすること。

・各事業年度の決算期の末日における単体の貸借対照表における棚卸資産回転期間を3.5か月以下に維持す

ること。なお、ここでいう棚卸資産回転期間とは、棚卸資産合計額を平均月商で除した値をいい、棚卸資

産合計額とは、商品、製品、半製品、原材料及び仕掛品の合計金額をいい、平均月商とは、当該決算期に

おける単体の損益計算書に示される売上高を当該決算月数で除した金額をいう。

　上記のいずれかの条項に抵触した場合、直ちに貸付の元本並びに利息及び清算金その他本契約に基づき、

借入人が支払義務を負担する全ての金員を支払う可能性があります。なお、令和２年６月30日におけるコ

ミットメントライン契約による借入金残高は、短期借入金500,000千円であります。

 

株式会社三菱ＵＦＪ銀行とのリボルビング・クレジット・ファシリティ契約に付された財務制限条項

　借入人は、本契約に基づく貸付人に対する全ての債務の履行を完了するまで、以下に定める内容を財務制

限条項として、遵守維持するものとする。

・令和元年９月決算期を初回とする各年度決算期の末日における借入人の単体の貸借対照表において、純資

産の部の合計額を、平成30年９月決算期の年度決算期の末日における純資産の部の合計額又は前年度決算

期の末日における純資産の部の合計額のいずれか大きい方の80％以上に維持すること。

・令和元年９月決算期を初回とする各年度決算期の末日における借入人の単体の損益計算書において、経常

損益の金額を０円以上に維持すること。

　上記のいずれかの条項に抵触した場合、直ちに貸付の元本並びに利息及び清算金その他本契約に基づき、

借入人が支払義務を負担する全ての金員を支払う可能性があります。なお、令和２年６月30日におけるリボ

ルビング・クレジット・ファシリティ契約による借入金残高は、短期借入金500,000千円であります。
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株式会社新生銀行との金銭消費貸借契約に付された財務制限条項

　債務者は、本契約締結日以降、本契約上の全ての債務を完済するまでの間、次の各号を厳守するものとし

ます。

・令和２年９月期決算以降、各年度の単体の決算期の末日における貸借対照表上の純資産の部の金額を、令

和元年９月決算期末日における単体の貸借対照表上の純資産の部の金額の80％以上に維持すること。

・令和２年９月決算期以降、各年度の決算期における単体の損益計算書に示される経常損益が損失とならな

いようにすること。

・本契約締結日以降、以下の(a)および(b)の両時点における在庫回転月数が２ヶ月連続して3.5ヶ月を超過

しないこと。

(a)　各基準月の末日における在庫回転月数

(b)　上記(a)が3.5ヶ月を超過した場合、当該基準月の翌月末日における在庫回転月数

　上記のいずれかの条項に抵触した場合、直ちに貸付の元本並びに利息及び清算金その他本契約に基づき、

借入人が支払義務を負担する全ての金員を支払う可能性があります。なお、令和２年６月30日における契約

による借入金残高は、長期借入金258,300千円（内1年内返済100,080千円）であります。

 

株式会社百五銀行とのコミットメントライン契約に付された財務制限条項

　借入人は、本契約締結日以降、本契約上の全ての債務を完済するまでの間、次の各号を厳守するものとし

ます

(1)令和２年９月期以降の各年度の決算期に係る借入人の単体の貸借対照表における純資産の部の金額を、

令和元年９月決算期に係る借入人の単体の貸借対照表における純資産の部の金額の80％以上の金額に維持

すること。

(2)令和２年９月期以降の各年度の決算期に係る借入人の単体の損益計算書における経常損益に関して、経

常損失を計上しないこと。

(3)本契約締結日以降、以下(a)及び(b)の両時点における在庫回転月数が連続して3.5か月を超過しないこ

と。

(a)　各基準月の末日

(b)　上記(a)の基準月が超過基準月である場合における当該超過基準月の翌月末

　上記のいずれかの条項に抵触した場合、直ちに貸付の元本並びに利息及び清算金その他本契約に基づき、

借入人が支払義務を負担する全ての金員を支払う可能性があります。なお、令和２年６月30日におけるコ

ミットメントライン契約による借入金残高は、短期借入金300,000千円であります。
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであ

ります。

 
前第３四半期累計期間

（自 平成30年10月１日
至 令和元年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自 令和元年10月１日
至 令和２年６月30日）

減価償却費 204,883千円 273,739千円

のれんの償却費 -千円 4,173千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成30年10月１日　至　令和元年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年12月26日

定時株主総会
普通株式 9,000 1,500 平成30年９月30日 平成30年12月27日 利益剰余金

（注）平成30年12月28日付で普通株式１株につき150株の割合で、令和２年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合

で株式分割を行っております。「１株当たり配当額」については、当該株式分割前の金額を記載しております。

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　令和元年10月１日　至　令和２年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

令和元年11月13日

定時取締役会
普通株式 15,325 10 令和元年９月30日 令和元年12月27日 利益剰余金

（注）令和２年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。「１株当たり配当額」につい

ては、当該株式分割前の金額を記載しております。

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、令和２年５月13日開催の取締役会決議に基づき、自己株式69,200株の取得を行っております。この結

果、当第３四半期累計期間において、自己株式が69,365千円増加し、当第３四半期会計期間末において自己株式

が69,365千円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　Ⅰ　前第３四半期累計期間（自平成30年10月１日 至令和元年６月30日）

当社は、主に自動車販売及びその附帯事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

　Ⅱ　当第３四半期累計期間（自令和元年10月１日 至令和２年６月30日）

当社は、主に自動車販売及びその附帯事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間

（自　平成30年10月１日
至　令和元年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自　令和元年10月１日
至　令和２年６月30日）

(1)１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期

純損失（△）
59円87銭 △82円19銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 125,431 △251,093

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
125,431 △251,093

普通株式の期中平均株式数（株） 2,095,146 3,055,047

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 57円49銭 -

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） - -

普通株式増加数（株） 86,800 -

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要

- -

（注）１．当社は、平成30年12月28日付で普通株式１株につき150株の割合で、令和２年１月１日付で普通株式１株に

つき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株

当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定してお

ります。

２．当第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１

株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

３．当社株式は平成31年４月25日に東京証券取引所マザーズ市場に上場したため、前第３四半期累計期間の潜在

株式調整後１株当たり四半期純利益については、新規上場日から前第３四半期会計期間末日までの平均株価

を期中平均株価とみなして算定しております。
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（重要な後発事象）

（固定資産の取得）

　当社は、令和２年７月１日開催の取締役会において、当社初となる東海エリア以外への中古車販売店の出店のため

に、下記のとおり固定資産を取得することを決議いたしました。

(1) 資産の用途 MEGA専門店

(2) 所在地 兵庫県神戸市

(3) 取得価額 715百万円※（建物、構築物、機械及び装置、工具、器具及び備品等）

　　※ 取得価額は現時点での予定であり、変更になる場合があります。

(4) 資金計画 金融機関からの借入

(5) 相手先の概要 契約上の守秘義務により、本件の相手先の概要については開示を控えさせていただいておりま

す。なお、当社と相手先との間には、記載すべき資本関係、人的関係及び取引関係はありません。また属性に

ついても問題ないことを確認しております。

(6) 物件引渡時期 令和３年６月（予定）
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

令和２年８月７日

株式会社 グ ッ ド ス ピ ー ド

取締役会　御中

 

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 寺田　聡司　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　浩幸　　印

 
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社グッド
スピードの令和元年10月１日から令和２年９月30日までの第18期事業年度の第３四半期会計期間（令和２年４月１日から
令和２年６月30日まで）及び第３四半期累計期間（令和元年10月１日から令和２年６月30日まで）に係る四半期財務諸
表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論
を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ
る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社グッドスピードの令和２年６月30日現在の財政状態及び同日をもって
終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ
なかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

 

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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